
三 豊 教 育 2025年 3月 1日号

要望する香教組代表

東条課長補佐へ署名を手渡す石川謹章委員長
〇
皆
さ
ん
の
声
を
県
に
届
け
ま

す
！
○
パ
ワ
ハ
ラ
等
の
相
談
は

香
教
組･

三
観
支
部
ま
で
！

香
教
組
定
期
大
会

（
２
月

日
開
催
）

23

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

今
年
の
定
期
大
会
で
は
、
三

観
支
部
か
ら
、
選
挙
管
理
委
員

長
を
黒
河
代
議
員
が
務
め
ま
し

た
。
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賃金改善や多忙化解消等のための要求署名
三観支部より

９１４筆県教委へ提出 署名２２４筆

給与保障､教育環境整備､待遇改善を！ … 香教組

今後の改善に活かしていく。 … 東条 課長補佐(義務教育課)

二
〇
二
四
年
度
香
教
組
署
名
提
出
行
動
が
二
月
二
八
日
に
天
神
前
分

庁
舎
（
高
松
）
で
行
わ
れ
、
香
教
組
の
石
川
謹
章
委
員
長
か
ら
東
条
課

長
補
佐
へ
九
一
四
筆(

三
観
二
二
四
筆)

の
署
名
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
場
か
ら
の
声
も
県
教
委
へ
届
け
ま
し
た
。
香
川
県
の
教
職
員

の
皆
さ
ん
、
署
名
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
参
加
者
の
発
言
》

①

教

職

員

と

し

て

安

心

し

て

暮

ら

す

こ

と

が

で

き

る

給

与

を

保

障

す

る

と

と

も

に

、

す

べ

て

の

教

職

員

の

待

遇

改

善

を

は

か

っ

て

く

だ
さ
い
。

(

三
観
支
部
、
石
川)

②

「

一

年

単

位

の

変

形

労

働

時

間

制

」

の

導

入

を

強

制
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

(

高
松
支
部
、
和
爾)

③
少
人
数
学
級
を
さ
ら
に

充
実
・
発
展
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

(

丸
亀
支
部
、
大
久
保)

④
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
を

着
実
に
す
す
め
、
長
時
間

勤
務
・
多
忙
化
を
解
消
す

る
た
め
、
教
職
員
を
増
や

す
な
ど
具
体
的
な
措
置
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

(
高
松
支
部
、
田
中)

⑤
特
別
支
援
学
校
及
び
特

別
支
援
学
級
の
条
件
整
備

を
具
体
的
に
す
す
め
て
く

だ
さ
い
。

(

仲
善
支
部
、
佐
野)

署
名
提
出
行
動

《
給
与
保
障
・
待
遇
改
善
》

○
日
本
の
教
師
の
、
週
当

た
り
の
勤
務
時
間
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
で
、
小
学

校
は
５
４
．
４
時
間
、
中

学
校
は
５
６
．
０
時
間
で
、

世
界
一
の
長
時
間
労
働
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
科
省
「
教
員

勤
務
実
態
調
査
」
に
よ
る

と
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月

８
０
時
間
の
残
業
に
相
当

す
る
教
員
の
割
合
が
、
小

学
校
が
１
４
．
２
％
、
中

学
校
が
３
６
．
６
％
と
、

長
時
間
労
働
は
依
然
と
し

て
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

教
職
員
は
、
子
ど
も
の

学
力
保
障
の
た
め
、
精
神

的
・
肉
体
的
に
も
大
き
な

労
力
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
働
き
方
改
革
」
は
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
多

忙
の
状
況
は
、
依
然
、
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
解
決
策
と
し
て
専

門
家
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、

一
つ
に
は
、
「
保
護
者
と
教

員
の
関
係
で
す
」
、
現
代
の

保
護
者
は
、
社
会
的
支
援

が
十
分
で
な
い
孤
立
化
し

た
中
で
子
育
て
を
し
て
お

り
、
そ
の
余
裕
の
な
い
状

況
を
、
「
過
剰
な
要
求
」
と

し
て
、
本
来
、
家
庭
や
地

域
で
な
す
べ
き
こ
と
を
学

校
へ
の
要
求
と
し
て
ぶ
つ

け
て
い
ま
す
。
二
つ
目
と

し
て
は
、
「
専
門
職
と
し
て

の
自
立
性
の
向
上
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
教
科
書
選

定
や
履
修
内
容
の
決
定
な

ど
の
教
員
の
裁
量
権
が
日

本
で
は
狭
く
（
少
な
く
）

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
忙
の
た
め
、
専
門
職
と

し
て
学
び
続
け
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ず
、
職
能
開
発

が
難
し
い
状
況
で
す
。

そ
し
て
、
公
的
支
出
の

教
育
費
の
割
合
は
、
日
本

は
８
％
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
（
３
６
か
国
）
中
で
、

下
か
ら
３
番
目
で
す
。
教

育
の
質
を
高
め
、
社
会
を

支
え
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
は
、
教
育
に
お
金
を

か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

是
非
、
安
心
し
て
働
け
る

給
与
保
障
、
待
遇
改
善
、

多
忙
化
解
消
を
要
求
し
ま

す
。
（
三
観
支
部
、
石
川
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

そ
う
言
え
ば
、
学
校
は

今
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
化
し

て
い
る
。
先
生
方
は
平
日

・
土
日
関
係
な
く
働
い
て

い
る
。
家
族
を
犠
牲
に
し
、

地
域
・
自
治
会
の
活
動
に

も
出
ら
れ
ず
、
自
分
の
出

会
い
の
場
も
作
れ
な
い
ま

ま
、
目
の
前
の
仕
事
に
か

か
り
き
っ
て
い
る
。
教
員

も
人
間
で
あ
る
。
普
通
の

生
活
が
で
き
、
や
り
が
い

を
も
っ
て
働
け
る
よ
う
な

職
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
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西原所長に要求書を手渡す石川支部長（左）交渉の様子

《
退
職
に
つ
い
て
》

再
任
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
希

望
す
る
退
職
者
全
員
に
適
用
す
る

こ
と
！

組
合

定
年
退
職
後
す
ぐ
に
年

金
支
給
が
さ
れ
な
い
。
年
金
支
給

開
始
ま
で
の
期
間
に
生
活
に
困
ら

な
い
よ
う
、
希
望
者
全
員
を
再
任

用
し
て
欲
し
い
。

所
長

希
望
者
全
員
に
つ
い
て

の
採
用
に
努
め
て
い
る
。
大
前
提

と
し
て
は
「
教
科
指
導
」
で
あ
り
、

「
フ
ル
」
と
「
ハ
ー
フ
」
、
「
初
任

者
指
導
」
、
「
教
科
」
、
「
高
瀬
中
学

校
夜
間
学
級
」
の
希
望
を
聞
い
て

い
る
。

組
合

再
任
用
教
諭
ハ
ー
フ
で

あ
れ
ば
、
並
行
し
て
別
の
仕
事
（
例

え
ば
コ
ン
ビ
ニ
店
な
ど
）
を
し
て

も
よ
い
の
か
？

所
長

し
て
も
よ
い
。
（
悪
影
響

が
出
な
い
範
囲
で
・
・
・
）

組
合

「
退
職
時
と
同
じ
学
校

で
勤
務
す
る
方
が
働
き
や
す
い
。
」

と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
う
し

て
欲
し
い
。

所
長

努
力
さ
せ
て
も
ら
う
。

《
転
任
に
つ
い
て
》

一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
の
意
思

を
尊
重
し
、
希
望
と
納
得
に
基
づ

く
人
事
を
行
う
こ
と
！

所
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

人
事
面
談
等
を
通
し
て
本
人
の
事

情
等
も
聴
取
し
た
上
で
、
市
町
教

育
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

基
本
方
針
と
基
本
的
な
考
え
方
に
基

づ
き
、
任
命
権
者
の
権
限
と
責
任
に

お
い
て
公
平
・
公
正
に
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

組
合

提
出
後
に
事
情
が
変
化
し

事
は
し
な
い
で
欲
し
い
。

所
長

基
本
方
針
や
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
き
公
平
・
公
正
に
行
っ

て
い
る
。

転
任
人
事
、
特
に
地
域
間
交
流
・

僻
地
・
校
種
間
交
流
・
各
種
機
関
人

事
に
つ
い
て
は
、
一
ヶ
月
前
に
本
人

に
内
示
す
る
こ
と
。
せ
め
て
一
週
間

前
の
「
お
知
ら
せ
」
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
。

所
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
議
決
後
に

公
表
し
て
い
る
。
た
だ
、
転
居
（
泊
）

を
伴
う
場
合
は
一
週
間
前
に
お
知
ら

せ
を
し
て
い
る
。
任
命
権
者
が
変
わ

る
場
合
は
、
事
前
（
一
か
月
前
）
に

時
の
異
な
る
地
域
（
本
人
が
主
た

る
勤
務
地
域
と
考
え
る
地
域
と
異

な
る
勤
務
地
域
）
の
勤
務
を
一
回

分
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う
に

変
更
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
有
難

い
。組

合

新
採
時
に
は
通
勤
に
時

間
が
か
か
ら
な
い
地
域
で
じ
っ
く

り
と
基
礎
的
な
資
質
の
向
上
が
図

れ
る
よ
う
な
人
事
を
行
う
こ
と
。

所
長

新
規
採
用
教
職
員
は
、

教
育
公
務
員
と
し
て
多
様
な
経
験

を
積
ま
せ
、
職
能
成
長
を
図
る
観

点
か
ら
、
本
人
の
経
歴
や
適
性
等

を
考
慮
し
、
学
校
規
模
、
市
町
等

を
勘
案
し
て
配
置
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

組
合

自
家
用
車
通
勤
を
前
提

と
し
た
遠
距
離
へ
の
転
任
を
行
わ

な
い
こ
と
。

所
長

西
部
地
区
管
内
の
公
共

交
通
機
関
の
状
況
を
考
え
た
場

合
、
公
共
交
通
機
関
の
み
に
よ
る

通
勤
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

組
合

主
た
る
勤
務
地
（
座
布

団
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
）
は
ど
の

よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

所
長

職
員
調
査
票
に
記
入
。

そ
の
後
、
面
談
で
確
認
す
る
。
提

出
後
に
事
情
が
変
わ
れ
ば
校
長
に

言
っ
て
ほ
し
い
。

《
昇
任
に
つ
い
て
》

人
格
・
識
見
と
も
に
優
れ
、
人

望
の
あ
る
人
を
昇
任
さ
せ
る
こ

と
。組

合

西
部
教
育
事
務
所
管
内

に
お
い
て
の
今
年
の
パ
ワ
ハ
ラ
の

件
数
は
何
件
か
？

所
長

「
な
い
」

本
人
に
対
し
て
意
思
確
認
を
し
て
い

る
。「

異
な
る
２
地
域
以
上
」
の
勤
務

を
「
２
地
域
」
と
す
る
こ
と
。

組
合

年
度
４
月
よ
り
、
新
採

22

二
月
四
日
、
香
教
組
三
観
支
部
（
石
川
謹
章
支
部
長
）

は
、
県
教
委
西
部
教
育
事
務
所
（
西
原
明
所
長
）
と
、
人

事
異
動
に
か
か
わ
る
教
職
員
の
勤
務
条
件
改
善
の
た
め
に

団
体
交
渉
を
し
ま
し
た
。

《
定
数
増
・
そ
の
他
》

教
職
員
の
定
数
増
を
働
き
か
け
る

こ
と
。
ま
た
、
定
数
内
講
師
を
減
ら

し
、
教
諭
採
用
に
す
る
こ
と
。

所
長

計
画
的
に
新
規
採
用
者
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。

組
合

年
度
の
教
採
一
次
合
格

24

者
は
、

年
度
の
一
次
試
験
は
免
除

25

に
な
る
の
か
？

所
長

一
年
間
（
次
年
度
の
み
）

だ
け
一
次
免
除
と
な
る
。

組
合

高
瀬
中
学
校
夜
間
学
級
の

教
員
が
近
隣
の
昼
間
部
の
学
校
へ
兼

務
の
よ
う
な
状
態
で
授
業
を
し
に
行

か
さ
れ
て
い
る
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
勤
務
の
適
性
を
お
願
い
し
た
い
。

所
長

大
変
申
し
訳
な
い
状
況
で

あ
る
。
４
月
に
教
科
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
、
１
人
で
も
多
く
配
置
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

所
長

「
教
育
は
人
な
り
」
今
、

話
し
を
聞
い
た
が
、
安
心
や
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
し
た

い
。
人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。
人

事
異
動
に
向
け
て
配
慮
し
、
本
課
に

伝
え
る
。

た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

所
長

記
入
・
提
出
後
に
変
更
等

が
あ
れ
ば
校
長
に
伝
え
て
欲
し
い
。

組
合

調
査
票
に
教
頭
の
こ
と
を

記
入
す
る
欄
を
設
け
て
欲
し
い
。
ま

た
、
表
の
下
段
に
、
「
あ
く
ま
で
希
望

調
査
で
あ
り
、
記
入
し
た
希
望
が
か

な
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
な
ど

の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
聞

き
取
り
に
対
し
て
の
前
向
き
さ
が
感

じ
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
。
悲
し
く

な
る
。
削
除
し
て
欲
し
い
。

同
一
校
勤
務
一
〇
年
以
上
の
教
職

員
の
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
！

所
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

基
本
方
針
と
基
本
的
な
考
え
方
に
基

づ
き
、
公
平
・
公
正
に
実
施
し
て
い

る
。郡

市
外
や
僻
地
か
ら
帰
っ
て
く
る

人
の
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
！

組
合

郡
市
外
や
僻
地
か
ら
帰
っ

て
く
る
人
の
希
望
を
最
優
先
し
て
欲

し
い
。
必
要
の
な
い
地
域
間
交
流
人

「人事異動は最大の勤務条件である」(組合)

「配慮し、人材確保に努めている」 (所長回答)


